
    

【
作
者
】
賴 

山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
年
）（
安
永
九
年
十
二
月
～
天
保
三
年
九
月
） 

 
 
 
 

名
は
襄
（
の
ぼ
る
）、
字
は
子
成
（
し
せ
い
）、
号
は
山
陽
。
大
坂
江
戸
堀
に
生
ま
れ
た
。
父
春
水
は
安
芸

藩
の
儒
者
。
七
歳
の
時
叔
父
杏
坪
に
つ
い
て
書
を
読
み
、
十
八
歳
で
江
戸
に
遊
学
し
た
。
二
十
一
歳
で
京

都
に
走
り
、
脱
藩
の
罪
に
よ
り
幽
閉
さ
れ
る
。
の
ち
各
地
を
遊
歴
し
、
天
保
三
年
九
月
病
の
た
め
没
す
。

年
五
十
三
歳
。
著
書
に
「
日
本
外
史
」「
日
本
政
記
」「
日
本
楽
府
（
が
ふ
）」
な
ど
が
あ
る
。 

 

【
備
考
】
仁
徳
天
皇
の
故
事
を
題
材
と
し
た
漢
詩
。 


